
＜参加者の感想＞ 

○ いろいろな方の経験や考えからプログラムを検討することで、自分の視点とはまた違った例を知るこ

とができました。とても大きな収穫でした。 

○ 「どんな体験をさせたいか」という柱の部分が決まれば、方向性は決まっていくのだなあと感じま

した。そこをコーディネーターとスタッフが共有することが大事なのだろうと思いました。 

○ 高校生と放課後事業のプログラムをコラボさせるとしたら…という視点で考えるのはとても面白か

ったです。一緒に活動できたら楽しいだろうと思いました。 

令和７年１２月１９日（金）第７８号 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

１１月１３日（木）、南郷総合センターにおいて、地域学校協働南会津地区研修会を開催しました。 

演習においては、放課後子ども教室のプログラムをグループで話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらの QR コードから、閲覧・ダウンロードができます→ 

文部科学省が管轄する「放課後子ども

教室」は、体験活動などの学びの場を提

供する事業です。 

南会津域内でも各子ども教室のコーディ

ネーターが中心となり、工夫を凝らした体

験を考えておられますが、スタッフをはじ

め様々な立場の方が一緒に考えることで、

より充実した活動が展開されるのではない

かと考えます。各自治体におかれましても、

体験プログラムが充実するよう、今回の研

修を生かしていただければと思います。 

 

① 育てたい子供の力を基に考える 

例） 主体性を育みたい ⇒ 子供自身が企画や準備をする。 

活動を１回で終わらせない。つながりある活動にする。 

② 連携を大切にする 

例） 学校との連携 ⇒ 学校の花壇で緑化活動に取り組む。 

      地域団体との連携 ⇒ 自主講座に交ぜてもらう。 

③ 地域づくりの視点で考える 

例） 地域の行事に参加 ⇒ 文化祭の作品を作る。 

      スタッフの生きがい ⇒ スタッフの趣味を体験する。 

放課後子ども教室を生活の場から体験活動の場に！ 


